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  ２０１９年５月号 

 ３０年前とは雰囲気

は大きく異なるが、改元

騒ぎが続いた。とりわけ

テレビは改元一色とな

り、ＮＨＫの放送時間は

４月２９日から３日間

で３３時間という。安倍

政権による改元の政治

利用も目についた。  
垂れ流される報道の

なかで、朝日４月３０日

の作家・高村薫さん寄稿

が心に響いた。この３０

年の歴史を振り返り、何

よりも変わる意思と力

をもった新しい日本人

が求められると。  
今から３０年前、１９

８９年はベルリンの壁

崩壊、冷戦終結という、

戦後史にとって節目の

年であった。日本国内は

バブル絶頂期であり、消

費税３％がスタート。そ

の後、バブルが崩壊して

経済社会の混乱が続い

た。日経４月３０日社説

も「未完の成熟国家だっ

た」とし、人口減社会の

到来など、日本が抱える

試練への対応を求める。 
ことし２０１９年も、

揺れ動く時代の転換点

になるのではないか。日

本国憲法施行から７２

年の時を刻む。憲法記念

日の読売社説は「もとよ

り、憲法改正論議の中心

は、９条である。一部に

根強く残る自衛隊違憲

論を払拭し、国の安全と

国民の命を守る正当性

を明確にする狙いは理

解できる」。安倍政権の

狙いを理解できると言

うのだろうか。  
毎日社説は「今、憲法

をめぐって手当てが必

要なのは、９条の問題よ

りもむしろ、国会の著し

い機能低下だろう。その

たるものは首相権力

に対する統制力の乏し

さだ」。  
読売５月１０日「憲法

考」での馬場伸幸・日本

維新の会幹事長の発言

にも注目したい。改憲勢

力が「３分の２を維持す

ることは、我が党にとっ

ても参院選のアピール

ポイントになる」。安倍

政権の「別働隊」として、

改憲勢力の一翼である

と明言。安倍改憲に向け

て、維新の援軍ぶりが際

立つ。  
地域政党の大阪維新

の会は、脱法行為といえ

る大阪府・市「入れ替え

ダブル首長選」で圧勝し、

府議・市議選も大きく議

席を伸ばした。ノンフィ

クションライター松本

創さんが本紙 4 月号に

寄稿したように、広がり

定着する「穏健」支持層

など、大阪での維新政治

は、その基盤を広げてい

る。選挙後には、公明・

自民が変質して、大阪

「都」構想＝大阪市潰し

の住民投票が現実味を

帯びてきた。  
維新の動向は大阪だ

けでなく、安倍改憲など

国政にも重大な影響を

もたらす。注視したい。 

  
(2019 年 5 月 31 日 ) 

 


